
   

ゲ
ス
ト 

田
崎 

雅
三
さ
ん
の
ゲ
ス
ト 岡

村 

隆
徳
さ
ん 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

岡
部
さ
ん
、
本
日
は
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新

 

操 

沼

事
務
所
開
設
23
年
目 

 
 

草
野 

勝
彦 

久
し
振
り
に
バ
ン
コ
ッ
ク
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。                    

藤

 

澈 

田

Ｉ
Ｓ
Ｏ
本
審
査
が
終
わ
り
ま
し
た

 。

中
根 

了
晟 

 

い
ま
す
。 

を
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
だ
け
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
職
業
奉
仕

ク
ラ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

の
特
徴
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。 

ら
ど
う
流
れ
、
各
地
域
に
行
っ
て
い
る
か
、

の
話
を
し
ま
す
。 

愛
知
県
は
大
き
く
分
け
、
３
ヶ
所
よ
り
取
水

を
し
て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
豊
橋
周
辺
は
、
川
は
天
竜
川
、
取
水

口
は
新
豊
根
ダ
ム
、
佐
久
間
ダ
ム
、
宇
連
ダ

ム
、
大
島
ダ
ム
。
次
に
、
豊
田･

岡
崎
周
辺

は
、
矢
作
川
、
巴
川
か
ら
取
水
し
、
取
水
口

は
矢
作
ダ
ム
、
羽
布
ダ
ム
。 

名
古
屋
市
、
名
古
屋
周
辺
、
知
多
半
島
は
２

ヶ
所
の
水
源
か

な
り
ま
す
。 

ら

一
つ
は
木
曽
川(

味
噌
川
ダ
ム)

上
流
の
山

の
中
、
も
う
一
つ
飛
騨
川
は
岩
屋
ダ
ム
（
今

は
兼
山
町
に
、
名
が
変
わ
っ
た
）。 

市
内
の
水
は
、
一
部
は
味
噌
川
ダ
ム
、
も
う

今
日
は
、
名
古
屋
市
と
周
辺
の
生
活
用
水
の

流
れ
を
お
話
し
ま
し
た
。 

卓
話 

「
職
業
奉
仕
で
祝
お
う

 」

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー 

 

岡
部
快
圓 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領
が
、｢

有
益
な
事
業

の
基
礎
と
し
て
奉
仕
理
想
を
鼓
吹
し
、
こ
れ

を
育
成
す
る｣

と
い
う
文
言
で
始
ま
り
、
更

に
、
綱
領
付
帯
事
項
の
第
2
項
に｢

事
業
及

び
専
門
職
種
の
道
徳
的
水
準
を
高
め
る
こ

と
。
あ
ら
ゆ
る
有
用
な
業
務
は
尊
重
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
深
め
る
こ
と
。

そ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ン
各
自
が
、
業
務
を

通
じ
て
社
会
に
奉
仕
す
る
た
め
に
、
そ
の
業 

ブ

 

職
業
奉
仕
と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
専
門

用
語
を
、
職
業
Ｖ
ｏ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

と
奉

仕
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ 

と
を
結
び
合
わ
せ

た
一
般
的
な
熟
語
と
し
て
考
え
る
こ
と
か

ら
、
職
業
と
奉
仕
の
夫
々
の
単
語
の
持
つ
意

味
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
異
な
っ
た
解
釈
や

誤
解
が
生
ま
れ
、
職
業
奉
仕
の
概
念
を
ま
す

ま
す
難
し
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
職
業

奉
仕
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
思
え
ば
、
職

業
奉
仕
Ｖ
ｏ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ｓ
ｅ

ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ 

と
い
う
言
葉
は
、
ロ
ー
タ
リ

 
 

事務局    ４６０－０００８  名古屋市

NO ８４１ WEEKLY  REPORT
 

ロ－タリ－１０

川 

   
＜本年度クラブ会長方針＞
０周年を 「職業奉仕で祝おう」 

２００4～２００5年度 

R．I．会長 
承  認   １９８５年２月１２日    例 会 日 木曜日１２：３０ 例 会 場 名古屋東急ホテル 

会  長   新 沼    操   ＵＲＬ http://www.nagoya-osu.org  e-mail office@nagoya-osu.org  

幹  事   川 畑 博 敬   電    話  （０５２）２５１－０１８１  ＦＡＸ  （０５２）２５１－０３３７ 
「
奉
仕
の
理
想
」 

指
揮
者 

 
 

木
村 

光
徳 

ピ
ア
ノ
演
奏 

冨
板 

玲
子 

     

 

第
五
回
例
会
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
渡
ダ
ム
の
４
ヶ
所
か
ら
、
飛
騨
川
は
、
岩

屋
ダ
ム
、
こ
れ
ら
い
く
つ
も
の
ダ
ム
か
ら
の

水
が
水
源
と
な
り
、
兼
山
取
水
口
か
ら
入
鹿

池
調
整
池
か
ら
高
蔵
寺
浄
水
場
、
さ
ら
に
尾

張
東
部
浄
水
場
（
日
進
市
）、
名
古
屋
周
辺

地
域
に
、
一
方
、
兼
山
か
ら
来
た
水
を
愛
知

池
調
整
池
（
日
進
市
）
そ
し
て
左
布
里
池
調

整
池
（
知
多
市
）
知
多
半
島
ま
で
と
な
っ
て

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

務
を
品
位
あ
ら
し
め
る
こ
と
。｣

と
銘
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
根
幹
が

職
業
奉
仕
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
職
業
奉

仕
の
究
極
の
目
標
が
倫
理
基
準
昴
揚
の
運

動
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。
数
多
く
存

在
す
る
奉
仕
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
職
業
奉
仕
の

理
論
付
け
と
実
践
を
根
底
に
置
い
て
活
動

今
年
度
ク
ラ
ブ
活
動
方
針
「
職
業
奉
仕
で
祝

お
う
」
と
題
し
、
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
岡
部
快

圓
さ
ん
に
、
皆
様
が
内
容
を
理
解
し
活
動
し

や
す
く
な
る
様
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

今
回
は
、
愛
知
県
民
の
生
活
用
水
は
ど
こ
か
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クラブ
名古屋大須ロー
タリー
会出前
 

ロ

    グレンE．エステス・シニア 
識
字
率
向
上
月
間 

第
９７５
回
例
会 

於 

名
古
屋
東

ホ
テ
ル 

急

2004

7
月
９
日
（
木
） 

2:

30
〜 

年

２

1

員 

66
名 

出
席
計
算
数 

６２
名
中
３
出
席 

５

席
率 

 
  
 

８５
・
４８

% 

々
回
出
席
率 

９３
・
６５

% 

ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

会
長
挨
拶 

 
 
 
 
 
 

新
沼 

操 

          

こ
の
愛
知
用
水
は
、
木
曽
川
に
つ
い
て
は
、

味
噌
川
ダ
ム
、
牧
尾
ダ
ム
、
阿
木
川
ダ
ム
、

一
方
は
犬
山
取
水
場
か
ら
春
日
井
浄
水
場

を
へ
て
市
内
の
鍋
屋
上
野
浄
水
場
。
も
う
一

方
は
木
曽
川
味
噌
川
ダ
ム
か
ら
尾
西
市
の

朝
日
取
水
場
か
ら
大
治
町
の
大
治
浄
水
場

を
へ
て
市
内
へ
。 

名
古
屋
周
辺
と
知
多
半
島
は
全
て
愛
知
用

水
で
す
。 

こ
の
愛
知
用
水
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
改
め

て
お
話
し
ま
す
。 

           
 



ー
が
独
自
に
作
り
だ
し
た
新
し
い
概
念
を

持
っ
た
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
理
解

す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
理
念
を
確
固
た
る
も

の
に
す
る
た
め
に
、
1908
年
1
月
に
ポ
ー

ル
・
ハ
リ
ス
は
ア
ー
サ
ー
・
シ
ェ
ル
ド
ン
Ａ

ｒ
ｔ
ｈ
ｕ
ｒ 

Ｆ
・
Ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｄ
ｏ
ｎ
を
ス

カ
ウ
ト
し
て
き
ま
す
。
シ
ェ
ル
ド
ン
は
、
ミ

シ
ガ
ン
大
学
で
経
営
学
、
特
に
販
売
学
を
専

門
的
に
学
び
、
サ
ー
ビ
ス
学
と
い
う
独
特
の

分
野
を
開
発
し
た
人
で
し
た
。 

 

彼
は
悪
い
商
習
慣
が
は
び
こ
り
、
浮
き
沈

み
の
激
し
い
町
の
中
で
、
持
続
し
て
繁
栄
し

て
い
る
企
業
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴

が
、
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し

た
。
価
格
が
安
い
こ
と
だ
け
が
サ
ー
ビ
ス
で

は
な
く
、
経
営
者
や
従
業
員
の
顧
客
へ
の
態

度
や
気
配
り
、
商
品
や
業
務
に
対
す
る
責
任
、

顧
客
が
感
じ
る
満
足
感
と
公
平
感
、
こ
う
い

っ
た
も
の
全
て
が
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
こ
そ
が
企
業
の
永
続
的
発
展
と
成
功

を
保
証
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
こ
と
を

発
見
し
た
の
で
す
。 

 

「
自
分
の
幸
せ
は
、
自
分
の
周
り
に
い
る

人
々
の
幸
せ
と
、
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
。

良
質
の
職
業
人
と
は
、
自
己
改
善
を
重
ね
て
、

自
分
の
職
場
を
健
全
に
守
る
と
共
に
、
取
引

先
・
下
請
け
業
者
・
従
業
員
・
顧
客
な
ど
、

自
分
の
事
業
と
関
係
を
持
つ
す
べ
て
の

人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
心
を
持
っ
て
事
業
を
営
め
ば
、

必
ず
最
高
の
利
益
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
自

分
の
職
場
で
実
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奉

仕
の
精
神
の
必
要
性
を
地
域
全
体
の
職
業

人
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

ク
ラ
ブ
例
会
で
会
得
さ
れ
た
高
い
職
業
倫

理
は
、
先
ず
自
分
の
職
場
に
反
映
さ
れ
、
そ

の
考
え
方
で
事
業
を
営
め
ば
、
必
ず
事
業
が

発
展
す
る
こ
と
を
、
自
分
の
事
業
所
を
そ
の

例
と
し
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
界
全
体

に
そ
の
理
念
を
波
及
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
、
こ
の
理
念
に

基
づ
い
た
毎
日
の
職
業
活
動
の
こ
と
を
職

業
奉
仕
の

践
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。 

実

幹
事
報
告 

１

新
入
会
員 

岡
村
隆
徳
さ
ん
ご
異
議
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
８
月
５
日
よ
り

入
会
さ
れ
ま
す

 

２
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
世
界
本
部
よ
り 

2004
年
8
月
1
日
か
ら
適
用
相
場
を
１
ド

ル
１
０
８
円
に
変
更
す
る
旨
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お

せ
申
し
上
げ
ま
す

 

知
ら

３

会
員
の
吉
田 

憲
一
さ
ん
７
月
３１
日

土

に
結
婚
さ
れ
ま
す

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

 

次
回
例
会
の

案
内 

ご

第
977
回
例
会 

2004
年
8
月
12
日
（
木
） 

定
款
第
５
条

１
節
に
よ
り
休
会 

第

第
978
回
例
会 

2004
年
8

9
日
（
木
） 

月
1

例
会
変
更 

 

夜
間
親
睦
例

及
び
新
入
会
員
歓
迎
会 

会
於 

料
理
旅
館
「
わ
た
な
べ
」 

ブ
リ
テ
ン
委
員
会 

小
澤 

幸
男
・
太
田 

裕
・

根 

了
晟 

中

鈴
木 

三
郎
・
杉
浦 

令
淑 

 

                        於 リビエール  

  

❤レボ君のガールフレンズ❤ レボ君のお友達 

  

  
  

 
     ２００４年７月２９日（木） 
レボ君 

 チ 
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ホストファミリーのお母様方からの涙、涙の感動スピー
 


